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ここがききたい！ 一般質問

　

災
害
時
に
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
に
は
、
行
政
に

よ
る
「
公
助
」
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」、
地
域
な
ど
で
互
い

に
助
け
合
う
「
共
助
」
の
意

識
を
高
め
、
市
民
や
地
域
・

民
間
な
ど
と
連
携
し
て
災
害

対
応
に
あ
た
る
体
制
を
平
時

か
ら
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
防
災
力
強
化
の
た
め
、

市
民
の
自
助
意
識
の
高
揚
や

地
域
・
民
間
と
の
協
力
体
制

の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
現

在
の
推
進
状
況
も
含
め
聞
く
。

　

市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
や
地
域
・
民
間
と
の
協
力

体
制
の
構
築
は
、
大
変
重
要

で
あ
り
、
25
年
１
月
に
改
定

の
「
宇
都
宮
市
地
域
防
災
計

画
」
で
は
、
自
助
を
基
本
と

す
る
市
民
の
役
割
を
よ
り
明

確
に
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
計

画
に
基
づ
き
「
市
民
向
け
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
25
年
度

中
に
各
家
庭
に
配
布
す
る
な

ど
、
更
な
る
防
災
意
識
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
25
年
度
、
災
害
の

初
動
時
に
自
主
防
災
会
が
中

心
と
な
り
避
難
者
を
受
け
入

れ
る
「
備
蓄
避
難
所
」
を
市

内
全
39
地
区
に
整
備
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
業
所
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
災
害

発
生
時
に
施
設
や
資
機
材
な

ど
の
提
供
を
受
け
る
「
宇
都

宮
市
防
災
協
力
事
業
所
等
登

録
制
度
」
を
25
年
９
月
に
創

設
し
、
11
月
末
現
在
で
７
事

業
所
に
登
録
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
関
係
機
関
や
団

体
を
通
じ
働
き
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢(

26
年
度
予

算
編
成
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地

区
の
整
備
）
②
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築(

地
域
内

交
通
の
整
備
拡
充
、
バ
ス
路
線
の

充
実
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
）
③
が
ん

対
策(

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
実
施
、

学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育
）
④
認

知
症
対
策 

⑤
子
ど
も
の
家
事
業

災
害
に
備
え
地
域
防

災
力
を
強
化
せ
よ

　

バ
ン
バ
地
区
再
開
発
事

業
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
こ
の
事
業
に
お
い
て
創

出
す
る
広
場
は
、
バ
ン
バ
ひ

ろ
ば
と
一
体
利
用
可
能
な
整

備
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　

②
こ
の
事
業
に
お
け
る
文

化
的
施
設
の
導
入
は
、
大
い

に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思

案
す
る
が
ど
う
か
。

　

①
現
在
、
再
開
発
準
備

組
合
と
事
業
協
力
者
が
一
体

と
な
り
、
商
業
、
住
宅
を
は

じ
め
、
賑に

ぎ

わ
い
創
出
に
資
す

る
施
設
と
併
せ
た
広
場
の
整

備
に
向
け
、
事
業
計
画
案
の

作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
地
区
で
は
、
バ
ン
バ
ひ

ろ
ば
と
連
携
し
た
空
間
を
創

出
し
、
賑
わ
い
に
寄
与
す
る

施
設
整
備
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、

地
元
準
備
組
合
と
の
協
議
を

重
ね
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

②
バ
ン
バ
地
区
へ
の
文
化

的
施
設
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も

文
化
的
施
設
を
含
め
た
県
有

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
県

に
継
続
的
に
要
望
し
て
き
た
。

　

今
後
は
、
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
、
中
心
市
街
地

に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
的
施
設

の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て

引
き
続

き
検
討

を
進
め

る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
西
口
周
辺
地
区
整
備
事
業
ほ
か
） 

②
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（
中
心
市
街
地
活
性
化
策
）
③
都
市

の
福
祉
力
を
高
め
る
政
策
（
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
ほ
か
）

④
多
様
な
観
点
か
ら
の
人
づ
く
り 

⑤
公
用
車
の
事
故
防
止
対
策

馬上 　剛
（自民党）

バ
ン
バ
地
区
再
開
発

事
業
の
現
状
は

 

「
宇
都
宮
市
子
ど
も･

子

育
て
会
議
」
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
部
会
の
構
成
員
、
審
議

内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

②
会
議
で
は
子
育
て
支
援

か
ら
青
少
年
の
自
立
支
援
ま

で
と
調
査
・
審
議
す
る
対
象

の
年
齢
幅
が
広
く
、
臨
時
委

員
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る

が
見
解
は
。

　

③
新
制
度
を
円
滑
に
導
入

す
る
た
め
に
、
部
会
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　

④
幼
稚
園
団
体
は
市
と
県

に
所
管
が
ま
た
が
る
施
設
も

あ
り
、
県
と
の
調
整
は
大
変

重
要
な
事
項
で
あ
る
が
、
県

と
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
た

め
の
連
絡
協
議
会
な
ど
の
設

置
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

①
新
制
度
の
導
入
に
向

け
、
教
育
・
保
育
施
設
な
ど

の
認
可
・
運
営
基
準
な
ど
に

つ
い
て
集
中
的
な
審
議
を
す

る
た
め
、
保
護
者
や
幼
稚

園
・
保
育
所
、
事
業
主
・
労

働
者
の
代
表
な
ど
か
ら
構
成

す
る
部
会
を
、
26
年
２
月
下

旬
頃
に
開
催
予
定
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
に
諮
り
、

設
置
し
て
い
く
。

　

②
子
育
て
に
関
す
る
特
別

な
事
項
を
検
討
す
る
際
に
、

専
門
家
な
ど
必
要
に
応
じ
て

臨
時
委
員
に
参
画
し
て
も
ら

う
。

　

③
26
年
度
当
初
か
ら
、
部

会
に
お
い
て
、
市
の
認
可
・

運
営
基
準
に
つ
い
て
具
体
的

か
つ
、
詳
細
な
議
論
を
行
う
。

　

④
認
可
や
給
付
の
所
管
が

県
と
市
に
分
か
れ
る
事
業
者

に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

今
後
も
き
め
細
か
く
県
と
の

連
絡
調
整
を
行
い
、
連
携
を

十
分
に
図
っ
て
い
く
。

今井 政範
（自民クラブ）

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
円
滑
な

推
進
を

問

問

問

答

答

答

金沢 　力
（公明党）

▲賑わうバンバひろばの様子

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
ネ
ッ
ト
依
存
問
題 

②
い
の
ち
の

教
育 

③
国
民
健
康
保
険
税 

④
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ 

⑤
開
か
ず
の
電
子
資

料 

⑥
保
育
園
等
に
お
け
る
竜
巻
の

際
の
避
難
訓
練
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